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令和４年度 第３回甲州市社会教育委員の会 会議録 

 

 

日時：令和５年３月２２日 水曜日

午後２時００分～ 

場所：甲州市中央公民館 
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１ はじめのことば 

２ 議長あいさつ 

３ 議 事 

（１）「高校生の目を通して地域を考えよう」 

～高校生と大人の本音の語らい場～ついて 

（２）令和４年度社会教育委員の会活動報告及び令和４年度社会教育事業の実施報告に 

ついて 

（３）その他 

 

議  長：それでは、議題の（１）令和４年度「高校生の目を通して地域を考えよ 

う」～高校生と大人の本音の語らい場～についてを議題とします。事務局 

から説明をお願いします。 

事 務 局：説明させていただきます。昨年１２月５日に開催いたしました高校生との 

     語らい場につきましては、多くの委員の皆様にご参加、ご協力いただき本当 

     にありがとうございました。本日の資料１ページから８ページの資料１をご 

     覧ください。語らい場終了後に、参加していただきました委員の皆様を対象 

     にアンケートをお願いいたしました。お忙しい中ご協力いただきありがとう 



     ございました。委員の皆様にいただきましたご意見、感想をまとめさせてい 

     ただきましたのでご報告させていただきたいと思います。また、本日の資料 

     とさせていただきましたが、今年度の語らい場の報告書を作成いたしまし 

た。こちらの報告書には参加していただいた生徒の皆さんの感想なども記載 

させていただいております。こちらもぜひ、ご覧いただきたいと思います。 

はじめに、「語らい場を通して、社会教育委員として感じたこと、考えたこ 

とは何ですか。」とお伺いしました。委員の皆様からたくさんのご意見をい 

ただきました。「高校生と話をすることで、様々な意見や考えを聞くことが 

でき、若いエネルギーを感じ、元気をもらった」という感想が多くありまし 

た。また、「高校生が普段から学習を積み重ね、自分の考えをしっかり持っ 

ていることに驚いた」という意見も多くいただきました。「社会教育委員と 

して、今できることは何かを考え、積極的に様々な活動や研修等に取り組む 

必要性があると実感した」という感想もいただきました。次に、「今までの 

語らい場の経験を通して、社会教育委員として実践されたことがあります 

か。」とお伺いしました。委員の皆様からいただいたご意見で多かった回答 

が、「地域の方や、身近な方へ高校生の意見や話題を提供したり、公民館活 

動など地域活動へ参加している」方が多くいらっしゃいました。また、「今 

年度のテーマでありますＳＤＧｓについて、意識して生活するようになっ 

た」というご意見もいただきました。初めて参加された委員の皆様からは、 

「これから高校生に進んで挨拶や声掛けをしていきたい、今後の地域活動な 

どで、高校生からの意見をもとに、何らかの実践をしてみたい」という意見 

をいただきました。また、「今後、この体験をどのようなことにいかせると 

考えますか」との問いには、「地域の活動などで、高校生の意見や活力を地 

域の活性化に結び付けることができるような実践をしていきたい」というご 

意見を多数いただきました。「高校生と話し合う活動により、高校生が元気 

に住みやすい甲州市になるために考えてくれている意見を大切にし、日常生 

活の中で活かしていきたい」という意見も多くいただきました。次に５ペー 

ジですが、「語らい場を経験した高校生に期待することはどんなことです 



か。」の質問には、「大人たちと話すことを積極的にしてほしい」というご 

意見を多くいただきました。「語り合った様々な考え方を思い出し、社会の 

中で、自分の考えをしっかり持ち、今後の活動に活かして欲しい」というご 

意見が多くありました。また、「甲州市に興味を持ち、甲州市の魅力を感 

じ、発信してもらいたい」というご意見もいただきました。そして、今後 

「甲州市社会教育委員の会として、今後どのような目標をもって語らい場を 

行うことが必要だと考えますか。」と伺いました。ご意見の中には、「高校 

生だけでなく、いろいろな場で対象を広げて語らい場を設けることができた 

らよいと思う」や、「テーマの焦点をしぼって話し合うことも必要なので 

は」などがありました。また、「社会教育委員として、若者への理解を深 

め、資質・能力向上のために研修会に積極的に参加するなど、知識を広める 

ことも必要である」というご意見もいただきました。最後に、「高校生と語 

りあってみたい内容が具体的にありますか」とお伺いしました。「男女共同 

参画や甲州市パートナーシップ制度について」というご意見を多数いただき 

ました。また、「地域活性化や地域防災など、地域の課題と解決策等につい 

て」というご意見も多くいただきました。「年配者に期待する事、高校生に 

期待する事について本音で話してみたい」というご意見もいただきました。 

また、その他の意見としまして、開催方法について、「語らいの時間を増や 

すなど、時間配分の工夫が必要である」など、様々なご意見をいただきまし 

た。本当に貴重なご意見をいただきありがとうございました。この語らい場 

は、高校生と語り合える貴重な機会ですので、さらに充実した内容となるよ 

う、事務局としても開催方法などについて検討してまいりたいと考えており 

ます。また、先週３月１３日に山本議長と塩山高校へ関ブロ山梨大会の最終 

報告と来年度の語らい場の開催について、ご挨拶に伺いました。担当の古守 

先生とお話ができまして、来年度の開催につきまして継続して開催していた 

だけるようお願いをしてまいりました。４月になりましたら、あらためて山 

本議長と一緒に開催につきまして、校長先生へお願いのご挨拶に伺いたいと 

思っております。今回、委員の皆様からいただきました貴重なご意見につき 



まして、塩山高校にお伝えし、来年度の語らい場の開催方法、テーマなど、 

より充実した内容で開催できるよう塩山高校と検討・協議を進めていきたい 

と考えております。以上です。 

議  長：事務局の説明が終わりました。委員の皆様から、たくさんのご感想、ご意 

見をいただきありがとうございました。今回いただいたご意見以外に、何か 

ご質問など、ありましたらお願いします。 

委 員 Ａ：今回の出来上がった報告書を見ると、非常に素晴らしい出来だと思います。 

自分のいた班のことは分かりますが、別の班の詳しい内容というのはなかな 

か様子が分からない部分もありました。それを今回、事前に送られてきた資 

料と一緒に読ませていただきまして、非常に素晴らしかったです。高校生と 

社会教育委員の内容がしっかり記録されていることに関心しました。今まで 

はなんとなく盛り上がっていないなということがありましたが、各班の努力 

で素晴らしい成果につながったということは、次回につながるのではないか 

と感じました。 

議  長：委員の皆様には、資料を事前に送らせていただき、目を通してきていただい 

たと思います。事務局の方でも素晴らしい報告書を作成いただき本当にあり 

がとうございました。他のグループの方の内容がとてもわかりやすく入って 

いたことで、まとめをしっかりしていただいたことに感謝いたします。あり 

がとうございました。語らい場の開催方法、テーマなどにつきましては、委 

員の皆さんからいただいた、貴重なご意見を塩山高校にお伝えしたいと思い 

ます。昨年の関ブロ山梨大会、また塩山高校の語らい場にも、お忙しい中、 

教育長、生涯学習課長にも参加していただいております。そこで、お伺いし 

たいのですが、実際に語らい場に参加されて、語らい場についての感想、ま 

た今後の開催方法などに関しまして、展望やお考えなどがありましたらお聞 

かせいただきたいと思いますがよろしいでしょうか。 

教 育 長：この山梨大会の報告書をいただきまして、付箋を付けさせていただきました 

が、発言時の写真を掲載していただきありがとうございます。大会時にもお 

話させていただきましたが、初めて高校生との語らい場に参加をさせていた 



だいて、本当に素晴らしい内容だったと思っています。最初は、高校生と社 

会教育委員の皆様がお話するだけでも良いのではないかという考えを持って 

いましたが、それを超えて高校生も委員の皆様方も、真剣にＳＤＧｓを視点 

にした甲州市のまちづくりについて考え、話し合いをしていただけたという 

ことで、今後もぜひ続けていっていただけたらと思っています。今事務局の 

方で委員の皆様方からいただいた色々な考え方について整理していただきま 

したので、今後の方向性についてはまずは委員の皆様方からいただいたご意 

見等をもとに今後どういう形で実施していくのかということを決めていただ 

ければ良いと思っています。私個人としましては、塩山高校生との語らい場 

を盛り上げていっていただきたいと思っています。子どもたちには塩山高校 

に通っていて楽しいと思ってもらいたいですし、私達も市民として塩山高校 

の子どもたちを応援していきたい、頑張って欲しいということを考えていけ 

るような高校に、この語らいの場を契機として、盛り上げていくのはいかが 

かと思っています。私の小学校現場での経験だと、高校の方にもあると思い 

ますが、総合的な学習の時間というものがあります。それはきちんと年間の 

指導計画が出ていますので、社会教育委員の皆様と高校生との語らい場を、 

その総合的な学習の時間の中に位置づけていただけたらと思います。新年度 

になりましたら、事務局と議長、委員の皆様方でお伺いして、語らい場をよ 

り発展させて塩山高校を盛り上げるという内容で協議を進めていただければ 

良いのではないかと思います。語らいの内容で、ＳＤＧｓの内容は多岐に渡 

っており、もう少し絞り込んでもいいかなということは考えました。また、 

男女共同参画社会ですとか、パートナーシップ制度、そういったものも取り 

上げて、高校生の皆さんと考えていけるようになったら良いと思います。私 

はできたら社会教育委員の皆様が３回程度関わりを持てればと思っておりま 

す。例えば、ＳＤＧｓの講師に内田智之先生という方がいます。その先生を 

アドバイザーとしてお招きし、社会教育委員の皆様と高校生が一緒に聞い 

て、その話を基に語らいの場を設けてその後、今からの子どもたちに求めら 

れていることは考えること、さらにその自分の考えを行動に移していくとい 



うことです。高校生が甲州市のまち作りに関わり、自分たちが考えた行動 

に、社会教育委員の皆様とも一緒に参加していくというような形をとること 

ができると良いと感じています。そういった形で冒頭申し上げましたが、塩 

山高校を盛り上げていくという視点を、できましたら来年度の活動内容のと 

ころでご検討いただければありがたいと思います。 

議  長：語らい場について、様々なご意見をいただきありがとうございました。来年 

度になりましたら、本日いただいた委員の皆様や教育委員会のお考えなども 

踏まえまして、塩山高校と語らい場の開催方法、テーマ等について協議を進 

めていきたいと思います。では、次に議題の（２）令和４年度社会教育委員 

の会活動報告及び令和４年度社会教育事業の実施報告についてを議題としま 

す。事務局から説明をお願いします。 

事 務 局：それでは、令和４年度社会教育委員の会活動報告及び令和４年度社会教育事 

業の実施報告について説明させていただきます。はじめに、社会教育委員の 

会関連事業報告について説明させていただきます。９ページから１２ページ 

の資料２をご覧ください。今年度につきましては、コロナ禍ではありました 

が、１１月に２日間に渡り、第５３回関東甲信越静社会教育研究大会山梨大 

会が開催されました。多くの委員の皆様に、大変お忙しいなかご参加ご協力 

いただき、本当にありがとうございました。山本議長におかれましては、大 

会の副実行委員長として、実行委員会など会議への出席や事前準備、さらに 

は、山梨県代表としての分科会での事例発表など多岐にわたり、本当にお疲 

れさまでした。また、委員の皆様には、年３回の定例会をはじめ、研修会へ 

の参加や、塩山高校にご協力いただき開催いたしました高校生との語らい場 

や、語らい場の事前勉強会などの様々な活動におきまして、大変お忙しいな 

か、多くの委員の皆様にご参加いただきまして、心から感謝申し上げます。 

本当にありがとうございました。次に、１３ページから１６ページの資料３ 

をご覧ください。生涯学習課社会教育事業をまとめさせていただきました。 

社会教育事業につきましても、委員の皆様には大変お忙しいなかご協力をい 

ただき、ありがとうございました。甲州市アドベンチャークラブの年間を通 



しての活動や、勝沼・大和少年ジャンボリーの開催、青少年育成甲州市民会 

議主催の講演会などの青少年の健全育成事業、また、４回にわたる宇宙の学 

校の開催や市民教養講座の開催など、生涯学習の推進を行いました。社会教 

育事業につきまして、昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大により、中止 

となった事業も多くありましたが、今年度は、コロナ禍ではありましたが、 

新しい方法を取り入れるなど、実施方法等を検討しながら、予定しておりま 

したすべての事業を行うことができました。委員の皆様のご協力に感謝申し 

上げます。事業を行うなかで、学びを続けていくことが大切であると感じて 

おります。来年度につきましても、委員の皆様のご協力をよろしくお願いい 

たします。以上です。 

議    長：説明が終わりました。ご意見や、ご質問、ご感想などありましたらお願いい 

たします。関ブロの報告書も見させていただきましたが、素晴らしい報告書 

が出来ております。皆様が背中を押していただいたことが、このような結果 

に繋がったこと、甲州市を県内外で評価していただいたということが成果と 

なったのではないかと思っております。また、甲州市アドベンチャークラブ 

がとても活発に活動されていると感じました。実際子供たちが色々な体験を 

するということを、報告書で拝見しております。 

委 員 Ａ：関ブロの素晴らしい報告書が出来あがってきていますが、２日目に開かれた 

分科会で山本議長が、高校生との語らい場の中で得たものを素晴らしい内容 

で発表していただきまして、分科会でも多くの参加者が集まっていただき、 

非常に関心を示してくれました。なかなか議題としては他にない形を取りま 

したので、非常に多くの方の意見が出ていました。この山梨大会の山梨を代 

表して発表していただき、山本議長ありがとうございました。 

議  長：その分科会の中で２名程の方が、語らい場の現場を見てみたいということ 

で、語らい場の方に参加していただきました。そのお二方のご意見も報告書 

に載っております。その中に教育長さんのご意見も載っております。 

委 員 Ｂ：甲州市アドベンチャークラブのことで、クラブが始まった頃は希望者が少な 

     い人数だったと思います。今年度の内容を拝見しますと、定員を超えるぐら 



     いの本当に多くの方が参加しいるということで、事務局の成果だと思いま 

す。参加者が少なかった頃から比べて、参加した子どもたちの様子などもご 

覧になっていて、自然体験が少なくなってきている現状があると良く耳にし 

ますが、この事業の中で事務局が感じている子どもたちの変化などがあれば 

ご紹介いただければと思います。 

事 務 局：参加していただいている子どもたちの多くは、このアドベンチャークラブの 

良さを一度参加してみて実感していただくと、次回も参加していただける子 

が増えています。その中でも、１回参加した子が次に初めて参加した子に対 

してやり方を教えてくれたり、指導してくれたりして、リーダーシップを発 

揮してくれています。低学年生と高学年生に分けて実施させていただいてお 

りますが、低学年生の中では３年生が中心となり、下の学年の子たちを引っ 

張ってくれています。高学年生に関しては６年生が最上級生になりますの 

で、４年生、５年生を指導してくれているといった形です。年間通して繰り 

返し参加してくれる子どもたちの成長を見ることができますし、一つの体験 

活動の中でも、子どもたち同士で教えあえていることで、非常に成長スピー 

ドが速いと感じています。 

議  長：参加した子どもたちが活動に参加した後、今後もやりたいと言う子どもたち 

が増えているのではないかいうことを少し感じたこともあります。子どもた 

ちのきっかけ作りとしてとてもいい活動ですので、今後ともぜひ活動を充実 

していただければと思います。よろしくお願いいたします。それから勝沼・ 

大和少年ジャンボリーについて、お話を伺いたいのが１点と、「甲州市 

２０歳
は た ち

の出発
たびだち

」というのが、社会教育委員で答申をさせていただいた部分 

ですので、まずジャンボリーの方の状況はいかがですか。 

事 務 局：私どもの頃は勝沼地区のみで開催しており、１３０人～１５０人程の規模で 

小学校６年生を対象に勝沼、祝、東雲、菱山小学校を対象に開催しておりま 

した。内容は、菱山の大滝山キャンプ場を利用しまして、２泊３日でキャン 

プを行っておりました。以前はハイキングやキャンプファイヤー、炊事体験 

など色々な体験を各班に別れてテント等を作って共同作業をしておりまし 



た。ただし、最近につきましては、コロナ禍ということもあり、実行委員会 

の中で日帰りではどうかという意見が多く、令和３年度、４年度は勝沼中央 

公園グラウンドを使用しまして、山梨幼児野外教育研究会の方を講師に迎え 

まして、勝沼・大和の５小学校の６年生を対象に、今年度は５１名が参加し 

ました。十数名が参加できなかった理由は、コロナにかかってしまった、ま 

た、スポーツ大会等でやむを得ず参加出来なかったという理由がございま 

す。保護者からの意見としましては、もう少し長い時間、５小学校の子ども 

たちの親睦交流を深めていただきたい、また、可能であれば炊事やキャンプ 

ファイヤーを体験し、１泊程度での実施を検討してもらいたいというご意見 

がありました。今後、勝沼中央公園グラウンドも含め、大和自然学校や予算 

関係等を検討し、内容も一工夫加えて、令和５年度の甲州市勝沼・大和少年 

ジャンボリーに向けて協議を進め、改善できるところは改善するという形で 

進めていきたいと考えております。 

議  長：次に「甲州市２０歳
は た ち

の出発
たびだち

」の内容や、開催状況はどうだったかお伺いし 

たいと思います。 

事 務 局：社会教育委員の皆様から令和元年度に答申いただきました「成人式のあり方 

について」ですが、今年度「甲州市２０歳
は た ち

の出発
たびだち

」と名称変更して開催し 

ました記念すべき１回目となりました。対象者の参加割合としましては、今 

までと変わらず約８割程度、対象者は３７１名に対して、参加者が３０２名 

のご参加をいただきました。コロナ禍で３回目の開催ということで、感染 

対策をしながら、受付は密を避けてスムーズに行っていただくために、対象 

者の方には、事前に出欠席のご連絡をいただく対応をとらせていただきまし 

た。ここ３年間は式典自体を、時間短縮や規模縮小で開催させていただいて 

いる経過がございます。甲州市は実行委員会形式という形で、その年の対象 

者の中から実行委員を募り、実行委員長や司会を決めて開催しており、実行 

委員会の方々がもっと前面に出るような形で開催したらどうかというご意見 

もいただいているため、今後どのような形で開催していくかということは今 

後検討していきたいと思っております。 



議  長：では他に何かありますか。よろしければ、次に、議題の（３）その他です 

が、この際ですので、委員のみなさんから何かありましたらご発言をお願い 

します。 

委 員 Ｃ：勝沼少年ジャンボリーは、旧勝沼町内の小学校の子どもたちだけが対象だっ 

たところへ、大和町の子どもたちが勝沼中学校へ通うようになり、勝沼・大 

和で実施することになりましたが、塩山地区の方でも同じようなものがあれ 

ば良いということは常々思っていました。ただし、勝沼の場合は長い歴史が 

あり、実行委員会組織のもと、大滝山キャンプ場で実施してきたという実績 

があります。それが今も続いておりますが、甲州市全体で考えた場合に、旧 

塩山地区の方の子どもたちにも、何かこういう取り組みがあれば良いのでは 

ないかということは常々思っていました。 

議  長：それでは、事務局から何かありましたらよろしくお願いいたします。 

事 務 局：その他としまして、事務局から３点ございます。１点目ですが本日の資料最 

後のページになりますが、令和５年度開催の第５４回関東甲信越静社会教育 

研究大会栃木大会について、ご説明させていただきます。２月２２日時点の 

開催概要になりますが、１１月２１日（火）１１月２２日（水）に栃木県宇 

都宮市内を会場に開催される予定でございます。お忙しい時期とは思います 

が、ぜひ多くの委員の皆様にご参加いただきたいと思います。詳細につきま 

しては、決定次第、お知らせをさせていただきたいと思います。よろしくお 

願いいたします。２点目ですが、後ほど委員の皆様にご覧いただきたいと思 

いますが、関ブロ山梨大会の報告書が完成いたしました。ご覧いただきまし 

て購入を希望される委員の方がいらっしゃいましたら、事務局までご連絡く 

ださい。恐れ入りますが、購入代金が１，０００円となります。ご了承くだ 

さい。３点目ですが、山梨県教育委員会から、令和５年４月改訂の社会教育 

委員の手引きおよび社教連会報が届きました。本日、お手元に配布させてい 

ただきましたのでご確認いただき、ぜひ、ご活用いただきますようお願いい 

たします。以上です。 

議  長：説明が終わりました。みなさん、よろしいでしょうか。よろしければ、以上 



で議事は閉じたいと思います。スムーズな議事の進行にご協力いただきあり 

がとうございました。また、今年度、最後の社会教育委員の会となりました 

が、委員の皆さまには、お忙しい中、多くの会議、事業等にご出席いただ 

き、また、貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。来年度も引 

き続きご協力いただけますよう、よろしくお願いいたします。では、事務局 

へお返しします。 

事 務 局：山本議長、議事の進行ありがとうございました。 

 

５．おわりの言葉 


